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博士（文学）学位請求論文審査報告要旨 
論文提出者氏名 仁井田 千絵 
論 文 題 目 アメリカ映画史におけるラジオの影響 
審査要旨 
本論文は、アメリカ映画史においてラジオがどのような役割を果たしたのかを、主に 1920～30 年代
におけるミュージカル映画のジャンルの変遷と、俳優のパフォーマンスの点から考察するものである。
ラジオを中心とした映画史記述は、これまでの映画研究において必ずしも多く取り上げられることは
なかった。映画におけるラジオの役割の重要性があまり認識されてこなかったからである。だが論者
が強調するように、実はサウンド映画の初期においてラジオは映画と非常に密接な結びつきを持って
おり、映画とラジオの影響関係に関する研究は単に映画史のみならず、メディア交流史としての側面
をも持つものとなる。1920 年代～30 年代を扱うことにより、必然的に、映画史において重要なテーマ
の一つであるサウンド移行期の問題を見直す役割も持つ。またメディア論の枠内で論じられるラジオ
論という観点からは、通常政治的プロパガンダ機能をはじめとする側面から考察されることの多いこ
の時期のラジオに関して、ヴァラエティ番組を中心とした娯楽面を取り上げて考察するところに本論
文の特色がある。取り扱われる時期は、ラジオ放送が始まった 1920 年から 1930 年代末までである。
1930 年代末までを扱うという理由は、ハリウッドとラジオの強力な提携が、とりわけ 1930 年代半ば
以降に顕著にみられるからである。 
本論文は、全体で 3 部構成になっており、全 8 章において論じられる。第 1 部「映画とラジオの興
行：接点としての劇場／映画館」では、1920 年代～30 年代において映画とラジオが観客に受容されて
いた環境について考察する。ラジオ放送が開始された 1920 年代は、映画の側では無声映画の全盛期で、
1920 年代後半になると映画館での音楽演奏のラジオによる実況放送や、ラジオのアナウンサーによる
映画の内容の説明放送などの試みが行われるようになる。このように、第 1 部ではショー・ビジネス
としての映画とラジオという側面から、両者の原点としての舞台上演、またそれを行う場としての劇
場／映画館に焦点をあてる。1 章「無声映画期における映画とラジオ」では、サウンド映画普及以前
の映画とラジオの交流について、ラジオの発達と共に映画とラジオがどのような接点を持ったのかが
考察される。2章「映画館の興行にみられるラジオの利用」では、映画館が映画の宣伝のために行っ
たラジオの利用について、特に NBC がラジオの全米ネットワークを確立する 1926 年以降の状況が語ら
れる。3 章「映画とラジオの原点としての舞台上演」では、娯楽としてのサウンド映画とラジオの原
点として、アメリカの代表的な舞台レヴューであるジークフェルド・フォリーズについて論じられ、
ジークフェルド・フォリーズ出身の役者たちがいかに映画に進出して行くかを見てゆく。 
第 2部「映画作品にみられるラジオ：ミュージカル映画の場合」では、具体的な映画の作品分析が
行われる。ラジオという題材を扱った映画、あるいはラジオの人材の使用が顕著にみられるものとし
てミュージカル映画を取り上げ、ラジオの存在が 1920 年代～30 年代のミュージカル映画のジャンル
の変遷にどのような影響を与えたのかが論じられる。ミュージカル映画を 3 つのタイプに分類し、4
章「ラジオを直接扱った映画」では 1932 年から 1938 年までに作られたそれぞれに The Big Broadcast
という表題を持つ 4 本の映画を取り上げ、映画がラジオ放送をどのように描いているのかを考察して
いる。5 章「ラジオを間接的に取り上げている映画」では、ラジオが題材としてジャンルの構造に重
要な役割を果たしている RKO ミュージカルを取り上げる。ここでは主としてバスビー・バークレーと
マーク・サンドリッチについて言及され、サンドリッチの作品が詳細に分析される。6 章は舞台劇を
脚色した映画を扱い、ここでもアステア／ロジャースのコンビの作品が詳細に分析されている。 
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 第 3 部「ハリウッドとラジオ番組の隆盛」では、ハリウッドの映画産業とラジオの提携が密接にな
る 1930 年代後半を中心に、ラジオの側にみられる映画の表象、映画文化について論じている。7 章「ハ
リウッド・ラジオ番組」では、ハリウッドの映画俳優が出演した映画のラジオ・ドラマ化について、
映画とラジオの違いの観点から考察している。8 章「ラジオのファン雑誌にみられる映画文化」では、
ラジオのファン雑誌にみられる映画スターの表象について論じる。ラジオのファン雑誌は映画のファ
ン雑誌と体裁も中身もかなり類似していることから、1930 年代にはこの両者がいかに緊密な関係を持
っていたかが分かるが、スターのポートレート写真などでは映画雑誌がクロースアップを頻繁に掲載
するのに対して、ラジオ雑誌がスターの全身像にこだわるなどの違いが見受けられる。 
 ラジオと映画は異なったメディアではあったが、アメリカ映画史の 1920 年代から 1930 年代にかけ
てこの二つのメディアが非常に緊密な関係を持ち、とりわけアメリカ映画のジャンルに多大な影響を
与えていることを実証的に論じる極めて刺激的な論文となった。とりわけアメリカにおける長期のリ
サーチにより、これまであまり知られていなかった一次資料を多数発掘するなど、アメリカ映画史に
対する貢献の度合いは大きい。審査においては、議論が進む過程で、もう少し掘り下げられるような
ところで議論を終えてしまうという点が指摘された。また映画とラジオの美学的な差異についても考
える必要があるのではないかという意見も出された。このように、弱さが全くない論文とは言えない
が、映画史の学術論文としての質は維持しており、審査員全員は、本論文が「博士（文学）」の学位を
授与するのにふさわしいものであると判断した。 
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